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機構処理欄  新医薬品等の区分  

該当なし  

報告日  第一報入手日   
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識別番号・報告回徹  

一般的名称  白血球除去人赤血球浮遊液  
lProMED2007050卜1414，2007  l  

l   

白血球除去赤血球「日赤」（日本赤十字社）  
研究報告の公表状況   Mayl．情報源：Jamaica■observer，  

販売名（企業名）  
2007Mayl．   

ジャマイカ  
社）   

○マラリアージャマイカ（キングストン）新規症例の報告  

ジャマイカ保健省によると、2007年4月初めからの1ケ月間に新規のマラリア症例11例が報告された。2例が4月15日・～21日、3例  
使用上の注意記載状況・  

が4月8日～14日、6例が4月1日～7日に報告された。感染者の年齢は10歳～59歳だった。4月22日～27日に報告された2例は、  
その他参考事項等  

メスのハマダラカが媒介する熱帯熱マラリアで、デンハム・タウンとグリニッジ・タウンで報告され、それぞれの地域で初の報告と  白血球除去率血球「日赤」  

研                             なった。発症日はそれぞれ4月4日と9日だった。  照射白血球除去赤血球「日赤」   

究  

報  

』ヒ   
ガンダからの輸入感染症例が7例あったことを指摘した。加えて、4月1日～27日の間に実施された血液検体884の検査陽性率は■      細菌、原虫等の感染   
0．7％～1．8％だったことを説明し、陽性サンプルの数は減少を続けていることを示した。  vCJD等の伝播のリスク  

の   
概  るマラチオン殺虫剤に耐性を示し始めたことが確認されたため、感染拡大を防ぐために代わりの殺虫剤を探している過程である  
要  

保健省は「引き続き、集中的なサーベイランス、媒介蚊の抑制、市民の教育に力を入れ、マラリア流行を収束させるために組織  
横断的体制で協力していく。他地域へのマラリア感染拡大を予防するための措置が実施されている」と説明した。   

報告企業の意見  今後の対応   

ジャマイカの首都キングストンでマラリアが発生しており、4月の    日本赤十字社では、輸血感染症対策として問診時に海外渡航歴の   
1ケ月間に新規症例11例があったとの報告である。  有無を確認し、帰国後4週間は献血不嘩としている。また、マラリア流  

行地への旅行者または居住経験者の供血を一定期間延期している  

（1～3年の延期を行うとともに、帰国後マラリアを思わせる症状があっ  
た場合は、感染が否定されるまでの間についても献血を見合わせ  －ゝ  

る）。今後も引き続き、マラリア感染に関する新たな知見及び情報の収  
集、対応に努める。   
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Nev ca5e5 0f mala工ia reported   

A total of ll nev cases of Malaria has been  

reported since the beginning of April［2007】，the  

Ministry of tIealth said Qn 30Åpr 2007・   

According to a release from the m⊥nistry，2 cases  

Were rePOrted betveen15－21Apr【2007】（3 the  
prev⊥ou5 Week【15－21Apr 2007】ヽ止止1e a totalof 6  

CaSeS WaS rePOrted betveenl－7 Apr［2007】・The  
ages of the affected persons・range fromlO t0 59・   

concerning the 2 new cases reported last week 

f22－27 Apr 2007】′ the ministry said they were  
found in Denham Tom and Greenwich Town －－ 2 0f  
the areas in which the di5eaSe WaS Ist detected  

－－ and were caused by the Plasmodium falciparⅦ㌧＿  
parasite which is transmitted by the female 

Anopheles＿mOSquitoe・The dates of onset were  
Said to be 4 and 9 Ap工〔2007】re5peCt土vely・   

YesterdaY［30Apr 2007］，the m⊥nistry saidit had  

been able to limit the spread of malaria to other 

Parishes，nOting that the 4 cases detectedin St・  

Elizabeth sinceJanuarY f2007］remained  

COntained，The health ministry also pointed out  

that since the Ist case of malaria was reported 

last December［2006］，there have been 7irnported  

CaSeS Orlglnating from Sudan，＝ndia，Haiti，Honduras and Uganda・   

Additiona11y′it said the nu血ber of positive  
Sa‡呼1es continues to decline，eXplaining that the  
POSitivity rate of blood samples submitted t0  

1aboratories over the past weeks range between  

O・7 andl・8 percent from a totalof 884 sample  
tests conducted betweenl－21Apr［2007］・   

Meanwhile／the ministry reiterated thatit wasin  

the process of seeking alternative insecticides 

to prevent further outbreaks after recent tests  

confirmed some resistance of the _Anopheles 

aibimanus － 
to malathion insecticide, which it was hoping to 
use to elimユnate the parasites．The tests were  

http：／／www・PrOmedmail・Org／pJs／promed／f？p＝2400‥1001‥描18188367355991829：：NO：：F2400－PlOOln・2007／06／13   
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COntrOl′ publ土c educatエon andinteエー5eCtOral  
colliborat土on ln a concerted effort to end tbi5  
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taken to prevent tbe 5pread of malaria to otber  

parishes，¶ the mlnistry．hovever，aSSilred．  
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2005   

J4alaria － Haiti，Canada ex Haiti（02）：Cotes des Arcadins  

虹ala工ia － Haiti′ Canada ex Haiti20051111．3292  

20051115．3340  

2004  
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ProMED－mailmakes every effort to verify the reports that  

are posted′ but the accuracy and completeness of the  
infoロnation， and of any statements or oplnions based  

thereon′ are nOt guaranteed．The reader assumes allrisksin  

usinginformation posted or archived by ProMED－mail・ ZSID  
and its associated service providers shallnot be held  

re5POnSible for error5 0r Omissions or heldliabie for any  

damagesincurred as a result of use or reiiance upon posted  

or archived material．  
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別紙様式第2－1  No．1  

医薬品 研究報告 調査報告書   

機構処理棉  新医薬品等の区分  

該当なし  

報告日  第一報入手日   

2007．4．24  
識別鵡号・報告風教  

一敗的名称  人赤血球濃厚液   

赤血球M・A・P「日赤」（日本赤十字社）  

照射赤血球M・A・P「日赤」（日本赤十字社）  
販売名（企業名）  赤血球濃厚液－LR「日赤」（日本赤十字社）  米国   

照射赤血球濃厚液－LR「日赤」（日本赤十字社）   

○輸血関連死亡症例数の報告  
2004年度から2006年度にかけて米国食品医薬品局（FDA）に報告された輸血副作用による死亡症例数である。  使用上の注意記載状況・  

その他参考事項等  

3年間の合計は219例で、内訳はTRALI86例（39．3％）、その他の副作用（ABO不適合以外の溶血性副作用、輸血関連心過負        赤血球M・A・P「日赤」  
研  照射赤血球M・A・P「日赤」  

究  
赤血球濃厚液－LR「日赤」  

報  
照射赤血球濃厚液－LR「日赤」  

dニ l：コ  

の  
血液を介するウイルス、  

概  
細菌、原虫等の感染  

要  
vCJD等の伝播のリスク  

報告企業の意見  今攣の対応   

2004年度から2006年度にかけて米国食品医薬品局に報告され    日本赤十字社では、薬事法及び関連法令に従い輸血副作用の情報   

た輸血副作用による死亡症例数である。  を収集し、医薬品医療機器総合機構を通じて国に報告している。今  
後も引き続き輸血副作用に関する情報の収集に努める。  
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JβC伽血〟g′  一之1－  ApriI13，ヱ0（I7  

Anincorrectcategorylabelinthetableoftransfusionrecipient触1itiesreportedtotheFoodandDrug  
Administration，PublishedintheMarCh30issue，hascausedsomeconfusion．Thiscategorywaserrone－  
OuSlycal1ed‘NonrABOHemolyticRe誠dons（K，JKa，FYa，etC．）．’’Itshouldhavebecntitled“0ther  

Reactions：（Non－A8Chemolydcreactions，TACO，infectiousdiseasetransmission，anaPhylaxis，etC．）．M  
Corrected血blesfo1low．  

Tran＄fu＄ionRecipientFataJjtje＄Reportedto  
theF00dandDrugAdministration，FY2004－2006  

TotalFata＝tie＄  

／）l山…JJ・ぐし・．ノ．l・∫h、JJ＝／／…．ヾ．山／い項Jし＝！／J〃川′l川川・りJJ＝〟J・J凡・l・J州．  

声′－、Jl仙Jハ叩ゞ・・晶〃〃…′′川′り′∫．ハ・′・、、り仙山一・け……′川川′ノ＝〃・JJJり‾  
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別紙様式第2－1  No．3  

医薬品 研究報告 調査報告書   

機構処理個  新医薬品等の区分  

該当なし  

報告日  第一報入手日   

2007．5．15  
識別番号・報倭国徹  

T．Sasahara，Y．Morisaw8，A．  
Yoshimur8，S．Hayashi，H．Gomi，  

一般的名称  白血球除去人赤血球浮遊被  公表国   

LY．Hirai．AmeiうcanSocietyfbrl  
l 白血球除去赤血球「日赤」（日本赤十字社）  

販売名（企業名）  Meeting；2007M8y2卜25；  
社）   Toronto．   

日本   

○高度に汚染されたリネン頬を原因とした病院内ββCノ仇／∫Ce作〟∫血流感染アウトブレイク  

背景：日本の三次医療施設である自治医科大学病院（病床数1082床）において、入院患者と外来患者双方の全培養結果のモ  
使用上の注意記載状況・  

ニタリングが感染症専門医により行われた。2006年8月1日～8月31日までの期間に、患者28名の血液培養から助d仇∬Ce摺揖が  
その他参考事項露  

白血球除去赤血球「日赤」  

研  照射白血球除去赤血球「日赤」  

究  
方法：β．c創で〟∫が検出された患者28名の医療記録を調査した。患者のリネン額（タオル、シーツ）、止血帯、皮 清、綿、皮  

報  

の培養を行った。検体は65℃で20分間熱処理後、血液寒天培地に接種した。37℃で48時間培養した後にプレートを調づた。      細菌、原虫等の感染   

ムヒ  

の   

概  

要   

クレープ処理を行い（1回）、洗濯機を洗浄し、末梢静脈ライン管理について職員の教育を行ったことで、且ce作∬陽性血液培養  
はその後検出されなかった。  

結論：当院におけるβ．ce′で〟∫血流感染アクトブレイクは、高度に汚染されたリネン類と末梢静脈ラインの不適切な取り扱いに  

よって発生したと考えられたh複数の方法によって当該アウトブレイクを収束させたハ   

鱒告企業の意見  今後の対応   

日本の自治医科大学病院におけるββC仇∫CereU∫の集団院内  

感染は、リネン類の汚染と末梢静脈ラインの不適切な取り扱い  

が原因であると考えられたとの報告である。輸血後細菌感染症  
の調査には、院内感染など輸血以外の伝播ルートについて考  
慮する必要がある。  

漣  
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